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1. 研究の概要 

1.1 研究の背景 

1980 年代に持続可能性の概念が登場して約

半世紀が経つ現代社会において，いまなお持

続可能性は重要な論点の一つである．持続可

能な開発に基づき，建築分野においても環境

負荷の低減や周辺環境との調和が叫ばれ，

様々な数値的目標や指標が登場している．し

かし，人間的な観点に目を向けると，そのよう

な環境に配慮した人工環境の創造のなかで，

数値的な条件を満たすことばかりが評価軸と

なり，人間がいかに身体的・心理的な豊かさを

感じることができるのかが主な論点になって

いるとはいえないのではないだろうか． 

1940 年代アメリカ西海岸を代表する建築家

の一人として，ケース・スタディ・ハウス・プ

ログラム（以下，CSHP）の参加者として有名な

エドワード・キリングワースが挙げられる．キ

リングワースは住宅の設計について，「住宅の

設計で重要なことは，奇抜さよりもむしろ周

辺環境に混ざって良質な近隣環境を形成する

ことである．」1) と述べていることにも表され

ているように，彼の住宅作品はアメリカ西海

岸の温暖な気候を背景に，周辺の敷地を読み

解きながら，建築と外部環境との関係を重視

する建築家であった． 彼が追求した空間は，

現代において求められる，物的な要件を満た

しながらも人間的な真の豊かさを実現するデ

ザインにも通ずるものであり，今日改めて彼

らを評価し，現代における発展の可能性を探

る必要があると考える．   

 

1.2 研究の対象と目的 

本研究では，キリングワースの独立住宅作

品及び，キリングワースと同時期に CSHP に参

加したエルウッド，コーニッグの独立住宅作

品である． 本研究は，キリングワースと同時

期の CSH 作品との比較を通して分析を行い，

建築と外部環境との関係について考察を行う

ことで，キリングワースの住宅作品の特質を

明らかし，現代的意義を提示することを目的

とする. 

1.3 既往研究と本研究の位置づけ 

キリングワース，エルウッド，コーニッグの

建築作品に関する研究 2)はこれまでにも行わ

れているが，それらはいずれも空間構成の分

析に留まっている．キリングワースの独立住

宅作品の空間分析を通して彼の空間の特質を

明らかにすること，さらにその分析を同時期

に CSHP に参加したエルウッド，コーニッグ

との比較を通して，キリングワース独自の建

築と外部環境との関係に関する特質を明らか

にし，現代における発展可能性を示すという

点で，独自性がある． 

1.4 研究の方法と構成 

本研究では，キリングワース，エルウッド，

コーニッグの建築作品に関する思想の分析に

あたり，言説を抽出，鍵語の抽出，鍵語の階層

化を行い，建築思想に関する概念構成を明ら

かにする．次にそれぞれの鍵語に対する考察

を行い，さらに鍵語に基づいた分析項目で空

間構成と，空間に関する分析，考察を 3 人の

作品の比較を通して行い，キリングワースの

独立住宅作品における建築と外部環境との関

係を総体的かつ相対的に把握し，結論を導く．  



2.言説にみる建築思想の概念構成に関する分

析 

2.1 分析対象資料と分析方法 

 建築家の思想を言説に即し検討する方法は

数多く試みられており，特に建築家の言説を

もとに思想を分析した研究として, 奥山らの

研究 3) ，末包によるルドルフ・シンドラーの

研究 4) などが存在し, 本研究では末包の言説

分析の方法に準じている．  

研究対象は，1952 年から 62 年に出版された

A&A に掲載された論考のうち，キリングワース，

エルウッド，コーニッグの本人の言説を含む

41 の論考である． 

2.2 キリングワース，エルウッド，コーニッグ

の言説の分析 

前述の文献から設計の建築思想に関わる言

説を抽出し，各言説に対応する鍵語を抽出す

る．抽出された鍵語を意味の階層性の視点か

ら検討し，KJ 法に準じて第 5 水準までの鍵語

に整理した．それらを階層化された項目とし

て示し，それに基づき内容を分析することを

通じて，彼の建築思想を総体的かつ相対的に

考究し，その特質を検討する．文献における鍵

語の階層構成は表 1 に示した．鍵語は第 1 水

準を【】, 第 2 水準を《》, 第 3 水準を［］, 

第 4 水準を〈〉, 第 5 水準を〔〕で示す.  

2.3 キリングワース，エルウッド，コーニッグ

の建築思想に関する概念構成 

表 1 に,第 4 水準までのキリングワースの思

想に関する鍵語の一覧を示す．要旨はキリン

グワースのみとし，エルウッド，コーニッグに

ついては本誌にのみ記載する．第 1 水準とし

て，主要概念となる【空間への意識】，【生活環

境への意識】，【工業技術への意識】を導出した．

第 2 水準では，【空間への意識】を構成する概

念として《空間概念》と《デザインの基本要素》

が，【生活環境への意識】を構成する概念とし

て《生活的要素》と《外部的要素》と《自然的

要素》が，【工業技術への意識】を構成する概

念として《工業的要素》が導出された.これら

の概念は彼のデザインプロセスに沿うものと

いえる．第３水準では，《空間概念》を構成す

る概念として［架構］，［空間の拡がり］，が，

《デザインの基本要素》を構成する概念とし

て［架構］，［素材］，［色彩］，［モデュール］，

［ディテール］，［比率］が，《生活的要素》を

構成する概念として［プライバシー］，［ライフ

スタイル］，［構成要素］が，《外部的要素》を

構成する概念として［周辺との関係］，［外部空

間］が，《工業的要素》を構成する概念として

［新しい技術］が導出された. これらの鍵語

を概念構成図としてまとめた．第 4 水準およ

び第 5 水準の鍵語は，それぞれの上位概念と

なる第 3 水準および第 4 水準の各鍵語を構成

する具体的な概念となっている． 

表 1 キリングワースの建築思想に関する鍵語表（第 4

水準まで）  

第 1 水

準  
第 2 水準  第 3 水準  第 4 水準  

【
空
間
へ
の
意
識
】 

《 空 間

概念》  
［架構 ]  ＜軸線＞  

＜焦点＞  
［ 空 間 の 拡 が

り］  
＜開放性＞  
＜統一性＞  
＜連続性＞  
＜領域性＞  
＜可変性＞  

《 デ ザ

イ ン の

基 本 要

素》  

［架構］   
［素材］   
［色彩］   
［モデュール］   
［ディテール］   
［比率］   

【
生
活
環
境
へ
の
意
識
】 

《 生 活

的要素》 
［ プ ラ イ バ シ

ー］  
＜動線＞  
＜フィルター＞  

［ライフスタイ

ル］  
＜クライアント

＞  
［構成要素］  ＜梁＞  

＜柱＞  
＜窓＞  
＜屋根＞  
＜床＞  
＜壁＞  
＜家具＞  

《 外 部

的要素》 
［ 周 辺 と の 関

係］  
＜眺望＞  
＜規制＞  

［外部空間］  ＜中庭＞  
＜植栽＞  
＜プール＞  
＜ランドスケー

プ＞  
＜アプローチ＞  
＜ロッジア＞  
＜アウトドアリ

ビング＞  
《 自 然

的要素》 
＜気候＞   
＜日光＞   
＜影＞   

【

工

業

技

術

へ

の
意
識
】 

《 工 業

的要素》 
［新しい技術］  ＜家具＞  

＜構造＞  
＜設備＞  
＜素材＞  

 



3.言説にみる建築思想に関する分析 

 本章では，第 5 水準までの全ての鍵語を対

象に, 言説を用いてより詳細な考察を行った．  

3.1 【空間への意識】に関する考察 

 【空間への意識】について《空間概念》と《デ

ザインの基本要素》に分類することができる．

《空間概念》は，キリングワースが設計活動に

おいて空間を構成するうえで何を重視したか

が［架構］，［空間の拡がり］に整理される．《デ

ザインの基本要素》は，具体的な設計手法であ

り，［架構］，［素材］，［色彩］，［モデュール］，

［質感］，［ディテール］，［比率］に整理される． 

3.2 【生活環境への意識】に関する考察 

 【生活環境への意識】について《生活的要素》

と《外部的要素》と《自然的要素》に分類する

ことができる．《生活的要素》は，キリングワ

ースが人間の生活環境，暮らしについて何を

重視したかが［プライバシー］，［ライフスタイ

ル］，［構成要素］の 3 項目の第 3 水準に構成

される．《外部的要素》は，外部空間や周辺環

境との関係について重視したこととして［周

辺との関係］，［外部空間］に整理される．《自

然的要素》は，建築と自然環境との関係につい

て重視した要素として＜気候＞，＜日光＞，＜

影＞に整理される． 

3.3 【工業技術への意識】に関する考察 

【工業技術への意識】について《工業的要

素》に分類することができ，さらに工業技術と

建築の関係について重視したこととして［新

しい技術］，［経済性］に整理される． 

3.4 まとめ 

本章では，キリングワース，エルウッド，コ

ーニッグの 3 人における設計の思想に関する

鍵語に対して，言説を用いてより詳細な考察

を加えた． 前章で得られた鍵語の階層構成に

ついて，【空間への意識】とは建築家が設計活

動において空間を構成するうえで重要視して

いた《空間概念》と《デザインの基本要素》に

よって達成されることが分かった．特に，《空

間概念》を構成する＜架構＞は建築家ごとの

目指す空間像によって異なる特質が表れてい

た．【生活環境への意識】とは《生活的要素》，

《外部的要素》，《自然的要素》で構成され，【工

業技術への意識】とは《工業的要素》で構成さ

れており，これらの組み合わせによって独自

の空間が実践されていることが分かった． 

4. キリングワース，エルウッド，コーニッグ

の独立住宅作品にみる空間構成とその手法に

関する考察 

 本章では, 前章までに行ったキリングワー

ス，エルウッド，コーニッグの建築思想をもと

にして, 具体的な作品の分析を行った.  

4.1 分析対象作品の選定 

分析の対象とする作品は，資料性が十分で

あること，実際に竣工した作品であること，建

築思想が顕著に表れていることとし，選定条

件に基づき, キリングワース 5 作品, コーニ

ッグ 2 作品, エルウッド 3 作品，合計 10 作品

を選定した. （表 2） 

4.2 分析項目の選定と分析方法 

本章の目的は，5 章での建築と外部環境との

関係に関する分析の足がかりとして，空間構

成の特質を把握することである．前節で選択

した 8 作品を対象に, 主に平面図を用いて建

築と敷地，内部と外部，内と外など 2 つの境

界性に着目して空間構成の分析を行う． 

4.3 まとめ 

作品分析を通して 3 人の空間構成に関する

分析をまとめる． 

キリングワースは，軸構成によって空間の

表 2 分析対象作品  

番

号  

作品名  設計者  

1 Opdahl House キリングワー

ス  

2 Case Study House #23 
triad A 

キリングワー

ス  

3 Case Study House #23 
triad B 

キリングワー

ス  

4 Case Study House #23 
triad C 

キリングワー

ス  

5 Case Study House #25 キリングワー

ス  

6 Case Study House #16 エルウッド  

7 Case Study House #17 エルウッド  

8 Case Study House #18 エルウッド  

9 Case Study House #21 コーニッグ  

10 Case Study House #22 コーニッグ  
 



方向性と秩序を与えつつ，外部空間の階層化

と素材・植栽の操作によって境界を緩衝とし

て成立させる．その結果，開放性とプライバシ

ーは対立ではなく緩やかに統合され，住宅と

全体としての環境を同時に成立させる空間構

成が実現されている． 

エルウッドは，外部空間を媒介として境界

を操作し，公と私の関係に基づき選択的に閉

じつつ開くことで，秩序と自由さを両立させ

た空間構成である．  
コーニッグは，敷地境界の閉鎖性を利用し

て内部の開放性を成立させ，外部空間を内部

の構成を決定づける核として用いており，公

と私の分節を「壁」ではなく，「外部空間によ

る媒介」として設計した空間構成である．  
5. キリングワース，エルウッド，コーニッグ

の独立住宅作品にみる建築と外部環境との関

係に関する考察 

本章では, 前章において行ったキリングワー

ス，エルウッド，コーニッグの建築作品の空間

構成の分析をもとにして, 建築と外部環境と

の関係に関する作品の分析を行う． 

5.1 分析対象作品の選定 

前章に引き続き，キリングワース 5 作品, コ

ーニッグ 2 作品, エルウッド 3 作品，計 10 作

品を選定した. 

5.2 分析項目の選定と分析方法 

 3 章で行った思想分析をもとにして，《デザ

インの基本要素》を構成する［架構］，［素材］，

［色彩］，［モデュール］と，7 つの空間構成要

素＜梁＞，＜柱＞，＜窓＞，＜屋根＞，＜床＞，

＜壁＞，＜家具＞を分析項目とし，これらの組

み合わせによって達成される空間の効果を分

析する．さらに，3 人の独立住宅作品における

分析を比較することによって，キリングワー

ス独自の建築と外部環境との関係に関する空

間の特質について考察を行う． 

5.3 まとめ 

 分析シートの例が図 1，分析によって得られ

たキリングワースのまとめの例が図 2 である．

 

図 1 CSH#25 空間分析  

 



キリングワースは，敷地条件や眺望といった

外部環境は，単なる敷地の前提条件として受

け入れられるのではなく，内部空間の構成へ

組み込まれる要素として扱われている．また，

内外関係は境界を構成する複数要素の組み合

わせによって規定することで，壁など単純な

「線」ではなく，環境条件が変化する「厚み」

を持った領域として内外が再定義される． 

エルウッドは，外部環境を空間構成の中心

として捉え，住宅の空間構成に明確な方向性

を与える役割を担っている．また，境界を操作

することにより選択的に外部環境を取り入れ

ている．  
コーニッグは，眺望や敷地条件そのものが

建築の向きや構えを決定する前提条件として

強く作用している．建築は外部環境に対する

明確な対応として構成され，内部空間はその

敷地の前提条件を強調するための補助的な役

割を担っている．  

6. 結 

6.1 エドワード・キリングワースの独立住宅作

品における建築と外部環境との関係に関する

特質 

 本研究では，エドワード・キリングワースの

独立住宅作品を対象に，建築と外部環境との

関係に関する空間的特質を明らかにすること

を目的とし，エルウッド，コーニッグを比較対

象として，言説分析および空間構成分析，空間

分析を段階的に行ってきた． 

 3 人はいずれも建築と外部環境との関係を

重視しているものの，エルウッドは，構造秩序

を内外に等価に拡張することによって外部環

境を空間構成に組み込み，コーニッグは眺望

や気候条件を直接的に内部へ導入するのに対

し，キリングワースは，敷地条件や眺望といっ

た外部環境は，単なる敷地の前提条件として

受け入れられるのではなく，内部空間の構成

へと組み込まれる要素として扱われているこ

 

図 2 キリングワースの空間分析まとめ  



とが確認された．外部環境をそのまま空間に

表象するのではなく，内部空間の構成原理へ

と読み替える操作が用いられている点がキリ

ングワースの建築的特質といえる． 

6.2 エドワード・キリングワースの独立住宅

作品における建築と外部環境との関係の現代

的意義 

キリングワースの建築では，外部環境は

単に取り込まれる自然や眺望として扱われ

るのではなく，建築的操作を通して段階的

に調整し，生活空間の質を形成する要素と

して構成されていた．また，彼の住宅に見ら

れる外部環境の段階的な媒介は，限られた

敷地条件の中で，外部環境を全面的に開放

することが困難な状況においても，中庭や

境界の操作を通して，光や風，視線といった

要素を選択的に取り込むことで，豊かな居

住環境を成立させる可能性が示されている．

この点において，キリングワースの建築は，

郊外住宅に限られた事例ではなく，現代の

住宅全般に応用可能な空間的特質をもって

いる． 
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